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（毎月10日発行）昭和44年4月10日

　人口の動き

一4月1日現在一
男5．886（一4）

女　6．077（0）

計11．96うG4）
世帯数a599（＋1）

（）内は前月との比較

（畢秀口畿嚴器島）
第12了号

悶報

印刷／白南風社定価／1部5円発行／川西町役場　編集／企画室

　　　　　　　　　　　　　　　入園式の日のスナップ
“さあ、これから幼稚園の入園式が始まりますよ。きちんと一列に並んで式場にはいりましょうね、、
先生の声に耳をかたむける真剣なまなざし、後ろ向きの姿にも表情があった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5日、川西幼稚園で写す一

士

言四囹

行
　
　
　
事

月・
故
丸
山
直
一
郎
氏
（
元
県

　
議
会
議
長
）
の
告
別
式
、
十
時
か
ら

　
長
福
寺
で
。
・
上
野
婦
人
会
総
会
、

　
一
時
か
ら
上
野
小
学
校
で
。

十
五
日
　
新
町
婦
人
学
級
、
よ
る
八
時

　
か
ら
新
町
公
民
舘
で
。

十
六
日
　
千
手
地
区
み
ど
り
会
、
よ
る
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饗
墓
件
も
多
＜
、
会
期
も
長
い
．
奨
退
職
第
二
年
目
と
し
て
、
三
＋
漏

緋
こ
の
会
期
甲
に
総
計
五
億
を
こ
え
る
　
年
間
勤
続
さ
れ
た
小
川
伊
作
さ
ん
が
料

響
年
篁
般
・
特
別
各
会
計
予
纂
勇
馨
れ
、
翌
四
月
百
に
は
公
器

緋
は
じ
め
、
条
例
の
新
設
改
廃
二
十
件
第
一
号
の
新
規
採
用
三
人
を
含
む
人
淋

纏
を
含
む
四
十
一
件
が
す
べ
て
予
定
ど
　
事
異
動
が
発
令
さ
れ
た
・
今
回
の
機
綿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緋
お
り
議
決
成
立
し
た
。
　
　
　
　
　
　
構
改
革
の
特
色
は
、
健
康
管
理
室
を
淋

饗
般
会
計
予
算
三
三
、
・
一
旱
設
け
を
と
と
、
水
道
課
に
専
任
鵡

蛛
月
弦
、
藷
呂
台
わ
せ
を
す
る
と
「
サ
　
長
を
お
い
て
千
手
水
道
建
設
の
体
制
淋

攣
フ
は
円
満
い
い
予
算
」
と
な
る
が
垂
え
…
と
等
で
あ
る
．
健
康
蕩

淋
こ
の
中
に
は
仙
田
地
区
振
興
計
画
第
　
理
室
は
、
役
場
の
保
健
衛
生
機
構
と
継

轡
年
度
分
の
事
業
費
七
百
万
を
は
じ
診
療
所
盈
本
に
し
て
町
民
の
健
康
辮

糟
め
、
総
合
開
発
計
画
第
｝
年
度
分
の
　
管
理
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
　
淋

響
種
事
業
禦
計
上
さ
れ
て
ぢ
、
昨
年
二
月
「
保
健
医
療
行
政
の
二
藁

紳
「
い
い
予
算
」
と
し
て
の
期
待
の
下
　
化
」
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
医
林

糟
に
執
行
に
移
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
　
療
施
設
運
営
特
別
委
員
会
答
申
の
線
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

籾
特
別
会
計
は
、
国
保
両
会
計
、
農
業
　
に
添
い
、
さ
ら
に
視
察
団
を
派
遣
し
緋

淋
共
済
の
ほ
か
千
手
水
道
事
業
特
別
会
　
た
岩
手
県
沢
内
村
の
例
を
参
考
と
し
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
計
七
千
百
万
円
が
新
た
に
設
け
ら
れ
　
て
新
年
度
か
ら
発
足
さ
せ
る
こ
と
と
纏

淋
た
、
議
決
さ
れ
た
二
十
件
の
条
倒
の
　
な
っ
た
も
の
で
・
今
後
の
成
果
が
期
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

料
甲
に
は
千
手
水
道
関
係
四
件
が
含
ま
　
待
さ
れ
て
い
る
。
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治
・

　
七
時
か
ら
役
場
で
。
・
無
雪
道
路
協

　
議
会
、
　
一
時
か
ら
役
場
で
。

十
八
日
　
養
豚
振
興
会
役
員
会
、
一
時

か
ら
役
場
で
．

二
十
二
日
　
保
護
司
会
、
　
一
時
、
役
場

二
十
七
日
　
・
橘
婦
人
会
総
会
、
［
時

　
か
ら
橘
小
学
校
で
・
・
町
民
卓
球
大

　
会
、
会
場
は
川
西
甲
学
校

二
十
九
臼
　
仙
田
婦
人
会
総
会
、
十
時

　
か
ら
仙
田
小
学
校
で
。



（2）（緊醤醐鶉）第127号しにわカ、報広昭和耳4年4月10日

ー
新
年
度
予
算

総
額
で
五
億
円
を
上
回
る

町
議
会
三
月
定
例
会
L

　
昭
和
四
十
四
年
度
予
算
を
審
議
す
る
三
月
定
例
議
会
は
十
日
に

招
集
さ
れ
た
。
本
会
議
は
こ
の
日
と
十
一
日
で
い
っ
た
ん
休
会
し

た
あ
と
、
再
開
し
た
二
十
七
・
二
十
八
日
の
都
合
四
日
間
。
休
会

中
は
各
常
任
委
員
会
の
議
案
審
議
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、

二
十
七
日
再
開
直
後
の
本
会
議
で
、
　
一
般
・
特
別
各
会
計
合
わ
せ

て
五
億
一
千
五
百
万
円
を
越
す
新
し
い
予
算
が
成
立
し
た
。

詳
細
は

　
　
町
政
の
ひ
ろ
ば
で

　
新
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は

昨
年
同
様
に
総
合
予
算
主
義
の
た
て
ま

え
を
堅
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
が
、
当
初
予
算
と
し
て
は
一
般
会
計

の
規
模
が
つ
い
に
三
億
円
を
オ
ー
バ
ー

し
た
こ
と
。
総
合
開
発
計
画
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
と
同
時
に
仙
田
地
区
県
単
山

村
振
興
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
事
業
費
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
。
千

手
地
区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

が
加
わ
っ
て
特
別
会
計
が
合
計
四
つ
に

な
っ
た
こ
と
。
内
容
的
に
は
土
木
費
が

大
幅
に
の
ぴ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
目
だ

つ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
近
い
う
ち
に
、
　
「
町
政
の
ひ

ろ
ば
」
で
詳
し
い
内
容
を
お
伝
え
す
る

予
定
で
あ
る
が
、
一
般
・
特
別
各
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
規
模
は
そ
れ
ぞ
れ
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

・
一
般
会
計
予
算
：
・
：
・

　
　
　
　
三
億
一
千
二
百
一
万
四
千
円

・
国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）
特
別

　
会
計
予
算
：
：
：

　
　
　
『
八
千
二
百
五
十
六
万
五
千
円

・
国
民
健
康
保
険
（
施
設
勘
定
）
特
別

　
会
計
予
算
・
：
・
：

　
　
　
　
　
　
　
二
千
六
百
十
三
万
円

・
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
：
：

　
　
　
　
二
千
三
百
七
十
一
万
六
千
円

・
千
手
地
区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
：
：
　
　
七
千
百
三
十
七
万
円

　
以
上
を
合
計
す
る
と
、
五
億
｝
千
五

百
七
十
九
万
五
千
円
と
い
う
額
に
な
る

議
員
定
数
減
少

　
　
　
　
条
例
を
制
定

　
こ
の
議
会
で
は
、
予
算
を
含
め
て
三

十
に
の
ぼ
る
議
案
を
審
議
し
て
い
る
。

　
ま
ず
開
会
冒
頭
に
は
議
員
発
議
に
よ

る
「
川
西
町
議
会
議
員
の
定
数
を
減
少

す
る
条
例
」
制
定
の
件
が
提
出
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
る
。
す
で

に
二
月
十
四
日
招
隼
の
第
二
回
臨
時
会

で
機
関
意
志
の
決
常
を
み
て
い
た
問
題

で
あ
る
が
、
こ
れ
じ
よ
っ
て
今
年
の
一

般
選
挙
か
ら
議
員
宗
数
を
二
十
二
人
に

す
る
こ
と
が
本
決
り
と
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
・
町
職
員
の
給
与
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
　
　
・
町
職
員

の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
　
・

報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
　
・
旅
費
支
給
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た

　
い
ず
れ
も
昭
和
四
十
四
年
度
予
算
の

編
成
に
関
係
の
あ
る
も
の
で
、
四
月
一

日
か
ら
、
教
育
委
員
や
農
業
委
員
の
報

酬
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、

消
防
団
員
に
つ
い
て
も
、
年
報
酬
を
部

長
四
千
円
（
い
ま
ま
で
は
三
千
円
）
、

班
長
三
千
円
（
同
二
千
円
）
、
団
員
千

二
百
円
（
同
千
円
）
に
改
め
た
。

火
葬
場

　
　
使
用
料
も
改
定

　
ま
た
、
　
「
川
西
町
火
葬
場
条
例
」
の

一
部
も
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
は
火
葬
炉

の
使
用
料
を
改
め
た
も
の
で
、
や
は
り

四
月
一
日
か
ら
使
用
料
一
回
に
つ
い
て

十
四
歳
未
満
千
百
円
で
あ
っ
た
の
が
千

四
百
円
に
、
十
四
歳
以
上
は
千
七
百
円

で
あ
っ
た
の
を
二
千
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ほ
か
に
目
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
「
川
西

町
条
例
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す

る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
他
の

公
文
書
が
す
べ
て
横
書
き
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
町
の
例
規
集
を
作
る
予
定
で

い
る
こ
と
、
そ
れ
ら
が
条
例
も
横
書
き

に
改
め
よ
う
と
い
う
理
由
で
あ
る
。

四
十
三
年
度

　
　
予
算
の
補
正

　
・
へ
き
地
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部

改
正
、
・
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正

・
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
、
・
職
員

定
数
条
例
の
一
部
改
正
、
・
昭
和
四
十

三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
・
同
国

保
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
も
再

開
後
の
本
会
議
に
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
へ
き
地
保
育
所
設
置
条

例
の
改
正
は
、
こ
れ
ま
で
五
つ
あ
つ
た

へ
き
地
保
育
所
に
新
た
に
赤
谷
へ
き
地

保
育
所
を
加
え
る
関
係
の
も
の
で
あ
る

　
課
設
置
条
例
改
正
の
中
身
は
、
国
保

衛
生
課
を
削
っ
て
新
し
く
保
険
課
と
健

康
管
理
室
を
加
え
、
さ
ら
に
商
工
観
光

課
を
設
け
る
も
の
、
ま
た
、
職
員
定
数

条
例
が
改
正
さ
れ
た
結
果
、
川
西
町
の

職
員
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　
町
長
事
務
部
局
　
　
　
　
百
十
二
人

　
議
会
事
務
部
局
　
　
　
　
　
　
二
人

　
教
育
委
員
会
事
務
局
　
　
　
　
六
人

　
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
二
十
三
人

　
農
業
委
員
会
事
務
局
　
　
　
　
四
人

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
お
の
お
の
三

百
八
十
二
万
八
千
円
を
追
加
し
て
、
こ

れ
で
昭
和
四
十
三
年
度
一
般
会
計
の
予

算
規
模
は
三
億
九
百
九
十
五
万
九
千
円

と
な
っ
た
。

は
か
り
の

　
　
定
期
検
査

　
詳
し
い
こ
と
は
あ
と
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
が
、
六
月
に
は
い
っ
て
か
ら

計
量
器
の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
．

　
期
日
は
い
ま
の
と
こ
ろ
六
月
四
日

か
ら
三
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
の
検
査
対
象
は
、
い
わ
ゆ

る
「
は
か
り
」
の
み
で
、
手
数
料
を

徴
収
い
た
し
ま
す
か
ら
ご
協
力
ね
が

い
ま
す
。

◎
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
か
り
　
　
　
取
り
引
き
（
売

買
）
ま
た
は
証
明
に
使
用
す
る
は
か

り
で
、
商
店
、
行
商
、
運
送
業
、
事

業
場
、
共
同
作
業
所
、
官
公
庁
、
農

協
、
学
校
、
診
療
所
、
病
院
な
ど
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
補
正
の
お
も
な
る
も
の
は
、
歳
入
で

地
方
交
付
税
が
三
百
二
十
六
万
円
の
増

歳
出
で
は
衛
生
費
百
十
六
万
円
、
土
木

費
九
十
九
万
六
千
円
、
教
育
費
六
十
三

万
六
千
円
を
追
加
、
災
害
復
旧
費
は
六

十
六
万
一
千
円
の
減
と
い
う
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
な
お
、
継
続
審
査
分
を
含
め
て
九
件

の
請
願
は
全
部
採
択
さ
れ
、
中
屋
敷
藤

沢
線
ほ
か
十
路
線
も
新
た
に
町
道
と
し

て
認
定
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
の
　
　
月

　
　
議
会
の
動
き
　
3

一
日
　
川
西
農
協
合
併
式
に
議
長
出
席

三
日
　
十
日
町
市
川
西
町
伝
染
病
組
合

　
会
議
に
議
長
と
田
中
議
員
が
出
席

十
三
・
十
四
日
　
土
木
厚
生
委
員
会

十
七
日
　
産
業
経
済
委
員
会

十
八
・
十
九
日
　
総
務
又
教
委
員
会

　
　
多
2
～

◎
定
期
検
査
を
受
け
な
く
て
も
よ
い

は
か
り
　
　
　
学
校
の
教
材
用
は
か

り
、
農
家
の
供
米
や
肥
料
の
た
め
し

ば
か
り
、
郵
便
局
で
用
い
る
は
か
り

◎
検
査
手
数
料
　
　
　
　
手
動
天
ぴ

ん
三
十
円
～
四
十
円
　
　
・
棒
ば
か

り
五
円
～
二
十
五
円
　
・
等
比
皿

手
動
ば
か
り
二
十
円
～
三
十
円

・
不
等
比
皿
手
動
ば
か
り
七
十
円

～
百
円
　
　
・
倉
手
動
ば
か
り
七
十

円
～
二
百
四
十
円
　
　
・
懸
車
手
動

驚
誰
蹴
箒
輪

～
五
十
円
　
・
手
は
か
り
五
円

～
十
円
。
料
金
に
差
が
あ
る
の
は

は
か
り
の
大
き
さ
に
よ
る
も
の
で
す

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

《らし鋼

㊨
耀
募

て
、
あ
た
り
に
よ

う
や
く
活
気
の
み

な
ぎ
る
か
と
い
う

時
節
で
す
。
あ
ま

り
忙
し
く
な
ら
な
い
う
ち
に
大
そ

う
じ
を
や
つ
て
し
ま
い
ま
し
よ
う

⑤
献
欝
惣
藩
聚
醜

が
春
の
大
そ
う
じ
の
重
点
に
も
な

り
ま
す
。
天
井
裏
は
懐
中
電
灯
で

照
ら
し
な
が
ら
、
よ
く
ほ
こ
り
を

取
り
、
消
毒
剤
を
噴
霧
器
で
た
っ

ぷ
り
ま
き
ま
す
。
次
に
床
下
、
こ

こ
も
消
毒
剤
や
石
灰
を
た
ん
ね
ん

に
ま
き
ま
す
。

⑳
確
甜
禁
課
噂
駈

と
の
間
に
は
新
し
い
新
聞
紙
を
二

～
三
枚
か
さ
ね
て
敷
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
消
毒
剤
も
忘
れ
ず
に
じ

ゅ
う
ぶ
ん
ま
い
て
く
だ
さ
い
。
便

所
は
、
く
み
取
り
口
の
周
囲
を
十

五
セ
ン
チ
ほ
ど
掘
り
返
し
ウ
ジ
を

殺
す
薬
を
よ
く
ま
き
ま
す
。
ゴ
ミ

棄
て
場
や
下
水
の
付
近
も
同
様
に

し
ま
す
が
、
さ
て
、
消
毒
剤
の
あ

と
始
末
に
は
よ
く
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。㊧
羅
婦
講
廷

ク
の
計
画
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

こ
と
に
三
日
か
ら
は
め
ず
ら
し
く

連
休
三
日
間
と
な
り
ま
す
。
ま
た

天
皇
誕
生
日
の
前
も
二
十
八
日
の

月
曜
日
を
は
さ
ん
で
二
十
七
日
が

日
曜
日
、
う
か
う
か
と
過
し
て
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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免
税
点
（
鯛
藻
）
の
引
き
下
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
税
対
象
が
ふ
え
ま
し
た

　
町
税
の
う
ち
、
歳
入
比
重
が
も
つ
と

も
大
き
い
の
は
固
定
資
産
税
で
あ
る
わ

け
で
す
が
、
昭
和
四
十
二
年
度
分
に
つ

い
て
そ
の
割
合
は
ど
う
か
と
い
う
と
、

税
収
全
体
の
六
九
・
六
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
、
又
字
ど
お
り
基
幹
税
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ぞ
の
う
え
、
固
定
資
産
税
だ
け
を
取

り
上
げ
て
な
が
め
て
み
た
場
合
、
そ
の

う
ち
の
実
に
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
国
鉄

や
町
外
の
納
税
者
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ

残
り
の
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
町
内
二
千

六
百
人
の
納
税
者
で
負
担
し
あ
っ
て
い

る
と
い
う
の
が
現
況
で
す
。

土
地
・
家
屋
分
を

　
　
　
　
引
き
下
げ

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
固
定
資
産

税
の
免
税
点
引
き
下
げ
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
こ
れ
ま
で

土
地
で
八
万
円
、
家
屋
で
五
万
円
、
償

却
資
産
で
三
十
万
円
に
ま
で
達
し
な
い

価
格
（
た
だ
し
課
税
価
格
）
の
も
の
に

つ
い
て
は
課
税
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
の
価
格
を
引
き
下
げ
て
、
も

っ
と
税
負
担
を
均
分
化
し
よ
う
と
い
う

ね
ら
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
免
税
点
は
、
土
地
・
家
屋
と

も
そ
れ
ぞ
れ
三
万
円
未
満
と
な
り
、
償

却
資
産
の
場
合
い
ま
ま
で
ど
お
り
三
十

万
円
未
満
と
い
う
こ
と
で
、
さ
っ
そ
く

昭
和
四
十
四
年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
い
ま
ま
で
は
固
定
資

産
税
の
納
税
通
知
書
が
い
か
な
か
っ
た

人
で
も
、
こ
の
四
月
か
ら
新
た
に
通
知

書
が
配
布
さ
れ
、
納
税
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
生
じ
ま
す
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め

ご
承
知
に
な
つ
て
く
だ
さ
い
。

引
き
下
げ
に
よ
る

　
　
　
　
税
収
の
伸
び

　
こ
の
免
税
点
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て

予
想
さ
れ
る
納
税
義
務
者
数
の
増
や
課

税
標
準
額
、
税
収
の
伸
び
を
あ
た
っ
て

み
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
数
字

に
な
り
ま
す
。

▼
納
税
義
務
者
数
の
増

　
　
土
地
　
　
　
　
　
五
百
八
十
七
人

　
　
家
屋
　
　
　
　
百
九
＋
七
人

▼
課
税
標
準
額

　
　
土
地
　
　
　
三
千
百
四
十
六
万
円

　
　
家
屋
　
　
　
　
九
百
六
十
五
万
円

　
　
合
計
　
　
　
四
千
百
十
一
万
円

▼
税
　
収

　
　
土
地
　
　
　
　
　
五
十
六
万
六
千
円

　
　
家
屋
　
　
　
　
　
十
七
万
三
千
円

　
　
合
計
　
　
　
　
七
十
三
万
九
千
円

▼
一
人
あ
た
り
の
平
均

　
・
土
地

　
　
　
課
税
標
準
額
　
　
五
万
四
千
円

　
　
　
税
額
　
　
　
九
百
七
＋
円

　
・
家
屋

　
　
　
課
税
標
準
額
　
　
四
万
九
千
円

　
　
　
税
額
　
　
八
百
八
十
円

税
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
矛
盾

を
解
消
し
、
可
能
な
限
り
大
ぜ
い
の
税

負
担
に
よ
っ
て
町
の
建
設
を
進
め
よ
う

と
い
う
立
場
か
ら
、
免
税
点
引
き
下
げ

の
趣
旨
を
理
解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
　
　
　
　
（
税
務
課
）

国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
を
受
け
付
け

　
昭
和
四
十
四
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
を
免
除
し
て
ほ
し
い
か
た
は
、
今
月

三
十
日
ま
で
に
、
印
鑑
を
持
参
し
て
国

民
年
金
係
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
免
除
で
き
る
の
は
、
所
得
が
な
い
か

ま
た
は
少
な
い
た
め
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

　
な
お
、
免
除
を
受
け
た
人
の
場
合
六

十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
年
金
の

額
が
、
免
除
相
当
期
間
だ
け
納
め
た
人

の
三
分
の
一
の
額
に
な
り
ま
す
。

福
祉
年
金
の
定
時

届
を
忘
れ
な
い
で

　
老
齢
・
障
害
・
母
子
福
祉
年
金
の
受

給
者
は
、
五
月
六
日
に
給
付
を
受
け
た

ら
す
ぐ
そ
の
足
で
定
時
届
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

　
こ
の
届
け
を
し
な
い
と
、
こ
ん
ご
の

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
　
日
時

　
　
五
月
六
日
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で

◎◎

　　持　　　　 受
　国参　　　　 付
　民す川上橘仙場
　年る　野　　所
　金も西　　 田　証の　農
　書　 町業出出
（・　　　セ
社印　役ン張張
会鑑　　 タ
課　　 場1所所
）

矛
盾
を
解
消

　
こ
の
よ
う
に
、
い
ま
ま
で
一
部
の
人

た
ち
に
対
し
て
は
、
固
定
資
産
税
を
課

農
耕
用
軽
油
の

　
　
　
免
税
証
を
交
付

　
　
十
日
町
財
務
事
務
所

　
目
的
税
と
し
て
の
軽
油
引
取
税
の
性

格
か
ら
、
主
と
し
て
道
路
運
行
以
外
の

目
的
で
使
用
さ
れ
る
軽
油
は
免
税
扱
い

を
受
け
ま
す
が
、
農
耕
用
に
使
用
す
る

軽
油
免
税
証
の
交
付
事
務
を
次
の
要
領

で
行
な
い
ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
こ

の
機
会
に
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い

一
、
期
　
日

　
四
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
の
両
日

二
、
　
交
付
場
所

　
十
日
町
財
務
事
務
所
間
税
課

三
、
　
必
要
な
書
類

　
〈
初
め
て
申
請
す
る
人
、
す
で
に
免

　
税
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
人
〉

　
●
機
械
の
取
得
証
明
書
お
よ
び
カ
タ

　
ロ
グ
　
　
・
農
業
委
員
会
発
行
の
耕
作
、

　
面
積
証
明
書
（
共
同
の
場
合
は
全
員

　
以
下
同
じ
）
　
・
印
鑑

　
〈
す
で
に
免
税
証
の
交
付
を
受
け
て

　
い
る
人
で
ま
だ
有
効
期
限
の
あ
る
場

　
合
〉
　
・
免
税
軽
油
の
使
用
者
証

　
・
農
業
委
員
会
発
行
の
耕
作
面
積
証

　
明
書
　
・
印
鑑

　
三
月
に
無
精
を
き
め
こ
ん
で
し

ま
っ
た
た
め
ス
ケ
ッ
チ
種
に
困
り

と
う
と
う
「
編
集
室
周
辺
」
の
ご

紹
介
で
お
茶
を
に
ご
す
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
上
の
写
真
は
役
場
の
三
階
事
務

室
、
手
前
が
企
画
室
で
そ
の
奥
は

教
育
委
員
会
の
事
務
局
で
す

カ
ら
、
い
わ
ば
、
こ
こ
が
広

報
を
第
一
号
以
釆
み
な
さ
ん

に
お
届
け
し
て
き
た
と
こ
ろ

と
い
う
わ
け
。

局
に
移
っ
て
、
社
会
教
育
的
な
要

素
が
薄
く
な
っ
た
の
は
当
然
と
は

い
え
残
念
と
い
う
、
元
町
の
k
さ

ん
か
ら
の
投
書
も
あ
り
ま
し
た
。

　
役
場
の
甲
で
広
報
と
も
つ
と
も

縁
の
深
い
の
は
、
議
会
事
務
局
、

税
務
、
社
会
、
戸
籍
、
そ
し
て
衛

ま
せ
ん
。

　
今
月
、
ボ
ツ
に
な
つ
た
記
事
は

腸
パ
ラ
の
予
防
接
種
を
本
年
は
実

施
し
な
い
と
い
う
衛
生
係
か
ら
の

お
知
ら
せ
、
明
年
の
歌
会
始
の
お

題
お
よ
び
詠
進
要
領
が
決
ま
っ
た

こ
と
、
各
地
の
新
し
い
農
業
日
当

　
う
し
ろ
姿
な
が
ら
初
代
の
編
集

者
も
見
え
る
よ
う
で
す
。
教
育
委

員
会
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
い
ま
で

も
各
種
の
行
事
の
連
絡
や
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で

す
が
、
編
集
が
教
委
か
ら
町
長
部

生
係
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
　
「
農
業

か
わ
に
し
」
が
な
く
な
っ
た
穴
を

ど
う
埋
め
て
ゆ
く
か
も
新
し
い
課

題
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校

統
合
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
け

た
教
育
行
政
の
面
で
も
、
広
報
を

広
報
プ
ケ
ツ

4ぞ
　　ど
　　し
　　ど
　　し
　　活
　　用
　　し
　　な
　　け
　　れ
　　ば
　　な
　　り

の
も
よ
う
、
税
務
署
か
ら
依

頼
の
あ
っ
た
確
定
申
告
が
ま

ち
が
っ
て
い
た
と
き
の
「
修

正
申
告
」
や
「
更
正
請
求
」

の
し
か
た
等
々
。
こ
う
し
て

み
る
と
、
な
に
や
ら
記
事
の
取
り

扱
　
に
誤
り
が
あ
っ
た
よ
う
に
も

思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
広
報
に
対
す
る
苦
言
と
か
ご
要

望
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ

　
粗
品
を
用
意
し
て
お
待
ち
い
た

し
ま
す
．
　
　
　
（
z
）
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た
だ
い
ま
、
全
県
下

い
つ
せ
い
に
新
入
学
児

童
・
新
入
園
児
の
交
通

事
故
防
止
運
動
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
運
動
の
期
間
は
今
月

二
十
日
ま
で
で
す
が
、

毎
年
の
よ
う
に
子
ど
も

の
交
通
事
故
が
多
発
す

る
こ
の
時
期
は
む
ろ
ん

の
こ
と
、
常
に
、
車
を

運
転
す
る
人
あ
る
い
は

道
を
歩
く
人
の
す
べ
て

が
注
意
し
あ
っ
て
、
子

ど
も
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

　
運
動
の
重
点
事
項
は

下
記
の
と
お
り
で
す
が

期
間
中
に
限
ら
ず
み
ん

な
で
推
進
ね
が
い
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
も

ひ
と
こ
と
注
意
を
。

　
◎
正
し
い
交
通
の
し
つ
け
は

　
　
家
庭
か
ら

　
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
家
族
そ
ろ

っ
て
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
◎
路
上
遊
ぴ
に
対
す
る

　
　
「
ひ
と
声
注
意
」
の
励
行

　
幼
児
の
路
上
遊
戯
な
ど
を
見
つ
け
た

ら
、
他
人
の
子
と
思
わ
ず
に
ひ
と
言
注

意
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
路
上
の
駐
車
や
放
置
物
件

　
　
の
一
掃

　
事
故
の
原
因
は
走
行
中
の
車
よ
り
も

む
し
ろ
駐
車
し
て
い
る
車
に
あ
る
場
合

が
多
く
、
事
実
、
駐
車
甲
の
車
の
か
げ

か
ら
の
飛
ぴ
出
し
が
事
故
原
因
の
最
高

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
◎
子
ど
も
と
老
人
は

　
　
赤
信
号

　
運
転
者
は
、
子
ど
も
と
老
人
に
対
し

て
特
別
の
注
意
を
は
ら
っ
て
く
だ
さ
い

●
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●
　
　
○
　
　
●
　
　
●

　

け

…
衛
生
関
係
は

…
千
手
診
療
所
へ

…
　
事
務
室
の
配
置
換
え

“
“
　
一
日
か
ら
役
場
機
構
の
一
部
が
改

旧
め
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
事
務
室

…
の
配
置
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
ま
し
次

”
の
移
動
が
あ
り
歩
、
し
た
。

　

…
○
　
田
口
助
役
が
三
階
事
務
室
に
出

　σ●●●■・●●●●●■●■●■●■●●●■■8Q●●

ρ　　　　　○　 ○

県
交
通
災
害
共
済

　
未
加
入
者
は
、
い
ま
す

　
ぐ
役
場
で
加
入
手
続
を

　
交
通
事
故
は
、
み
ん
な
が
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
実
行
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
事
故
の
な
い
明
る
い
毎
日
を
き
ず
く

こ
と
が
先
決
で
す
が
、
万
一
に
備
え
、

一
家
そ
ろ
っ
て
交
通
災
害
共
済
に
加
入

す
る
こ
と
も
、
そ
れ
に
劣
ら
ぬ
配
慮
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
退
　
職
／
三
月
三
十
｝
日
付

　
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長
、
小

川
伊
作
　
同
栄
養
士
、
古
沢
敦
子

て
陣
頭
指
揮
冷
と
り
ま
す
。

　
水
道
課
も
い
ま
ま
で
の
町
長
室

か
ら
三
階
事
終
室
へ
移
り
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
三
階
で
あ
っ
た
議
会

事
務
局
が
四
階
の
議
場
と
廊
下
ひ

と
つ
隔
て
た
小
部
屋
に
（
同
じ
く

農
業
委
員
会
事
務
局
が
二
階
へ
そ

れ
ぞ
れ
移
動
し
ま
し
た
。
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●
　
　
●

▽
庁
内
人
事

　
四
月
一
日
付
で
助
役
田
ロ
一
男
の
水

道
課
長
事
務
取
扱
を
解
い
た
ほ
か
、
次

の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

0
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
O
　
　
●
　
　
O
　
　

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
　
二
階
に
は
ほ
か
に
商
工
観
光
課
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
が
一
階
か
ら
上
っ
て
き
ま
し
た
。
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
　
ま
た
、
国
保
衛
生
課
は
な
く
な
…

　
っ
て
保
険
課
が
二
階
に
位
置
を
占
…

　
め
、
こ
れ
も
新
発
足
の
健
康
管
理
髄

　
室
は
千
手
診
療
所
内
に
事
務
室
を
…

　
構
え
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
”

　
以
上
で
す
か
ら
、
役
場
へ
用
の
あ
…

る
と
き
は
ご
注
意
ね
が
い
ま
す
。
特
…

に
保
健
婦
へ
の
連
絡
や
し
尿
処
理
の
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
健
康
管
理
室
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

に
な
る
の
で
、
千
手
診
療
所
（
電
話
…

三
四
番
・
有
線
放
送
五
五
〇
一
）
の
”

方
へ
お
願
い
し
山
．
儀
す
。
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
裏
手
の
旧
庁
舎
二
階
に
は
…

企
画
室
の
総
合
開
発
計
画
専
門
の
分
　

室
も
で
き
あ
が
り
、
い
よ
い
よ
本
格
…

に
計
画
行
政
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
…

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
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▽
配
置
転
換
／
四
月
一
日
付

　
　
　
　
　
　
か
っ
こ
内
は
旧
所
属

　
水
道
課
長
、
数
藤
彦
三
（
議
会
事
務

局
長
）
　
健
康
管
理
室
長
、
星
名
憲
三

（
国
保
衛
生
課
長
）
　
総
務
課
庶
務
係

長
、
高
橋
重
英
（
農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
係
長
）
　
同
住
民
係
長
、
須
藤
良

平
（
税
務
第
一
係
長
）
　
土
木
課
土
木

第
一
係
長
、
南
雲
　
守
（
土
木
第
二
係

長
）
　
同
土
木
第
二
係
長
、
櫃
間
富
雄

（
土
木
第
一
係
長
）
　
保
険
課
保
険
係

長
小
林
英
一
（
国
民
健
康
保
険
係
長
）

収
入
役
室
出
納
係
長
、
上
村
健
一
（
農

業
共
済
係
長
）
　
農
業
委
員
会
事
務
局

半
藤
伊
三
郎
（
国
土
調
査
係
）
　
税
務

課
税
務
第
｝
係
、
田
村
俊
一
（
国
民
健

康
保
険
係
）
　
産
業
課
農
林
係
、
押
木

久
之
（
税
務
第
一
係
）
　
教
育
委
員
会

事
務
局
庶
務
課
、
丸
山
京
子
（
総
務
課

叉
書
係
）
　
保
険
課
保
険
係
、
蔵
品
寛

子
（
国
民
健
康
保
険
係
）
　
同
、
上
村

八
重
子
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教

育
係
）
　
健
康
管
理
室
医
務
係
、
小
川

京
子
　
同
、
小
林
清
吉
　
同
、
佐
藤
カ

ツ
（
い
ず
れ
も
千
手
診
療
所
）
　
健
康

管
理
室
衛
生
係
、
渡
辺
照
男
　
同
、
大

平
キ
ミ
　
同
、
小
川
靖
夫
　
同
、
田
甲

厚
子
　
同
、
小
林
十
八
　
同
、
和
田
ヨ

リ
　
同
、
関
ロ
ト
ク
　
同
、
高
橋
ア
サ

（
い
ず
れ
も
国
保
衛
生
課
衛
生
係
）

　
〔
課
内
の
配
置
転
換
〕

　
総
務
課
庶
務
係
、
吉
楽
あ
け
み
（
又

書
係
）
　
同
文
書
係
、
星
名
け
い
子

（
庶
務
係
）
　
土
木
課
土
木
第
一
係
、

大
平
剛
士
（
土
木
第
二
係
）
　
同
土
木

第
二
係
、
村
越
久
吉
（
土
木
第
一
係
）

う
ぷ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

松澤

叉
子

星
名
和
弘

羽
鳥
秀
之

喜
多
栄
美
子

金田相齋齋
子甲崎木喜
相
馬
め
ぐ
み

野
澤
は
る
み

、
櫃
間
雄
次

佐
藤
直
子

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

直雄るぐ一良正守正美秀和叉
子次みみ昭枝幸　人子之弘子

直弘肇敏敬茂国和春栄久多俊
春吉夫夫平作繁一一一夫
長三長長長長ニニ長長長二長
女男女女男女男男男女男男女

藤伊野木岩小沖高室東伊上上
　　　　　白　　　　善
澤友口落瀬倉立倉島寺友野野

内押高高蔵山山高保川蔵
山木橋橋品崎口橋坂崎品昇
　　　　　藤　　由　　天
常ト虎菊ミ太丑フ太イ準よ
司ヨ治治セ郎松ミ郎ト司　ヤ

（
◎
新
郎
宮
本
昌
幸

◎
新
婦
　
太
田
　
恵
子

（
◎
新
郎
幕
棄

◎
新
婦
　
千
葉
　
富
子

昇
天
1
、
こ
め
い
福
を
祈
る

発
電
所
通

漫
，
，
県
か
ら

弐
白
倉

宮
城
県
か
ら

箱
條
室
島

大
白
倉

神
社
町
仁
田

寺
ケ
崎

元赤赤霜

町谷谷條

新
町
新
田

九八八八八八七七七六六
〇六五三二〇九九七三二
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▽
昇
格
／
四
月
｝
日
付

　
商
工
観
光
課
長
、
野
沢
新
一
（
商
工
’

観
光
係
長
）
　
保
険
課
長
、
上
村
辰
栄

（
衛
生
係
長
）
　
教
育
委
員
会
事
務
局

庶
務
課
長
、
登
坂
愛
平
（
収
入
役
室
出

納
係
長
）
　
同
社
会
教
育
課
長
、
金
子

幸
作
（
社
会
教
育
係
長
）
　
　
同
学
校

教
育
課
長
、
高
橋
良
平
（
学
校
教
育
係

長
）
　
議
会
事
務
局
長
、
滋
野
定
良

（
総
務
課
庶
務
係
長
）
　
健
康
管
理
室

次
長
、
田
甲
隆
一
郎
（
橘
診
療
所
）

同
医
務
係
長
、
丸
山
誠
一
（
衛
生
係
）

産
業
課
農
業
共
済
係
長
、
須
藤
秀
雄

（
農
業
共
済
係
）
　
税
務
課
税
務
第
一

係
長
、
宮
　
昭
一
（
農
林
係
）

▽
採
用
／
四
月
｝
日
付

　
産
業
課
農
業
共
済
係
、
高
橋
正
司

同
　
ほ
場
整
備
係
、
宮
　
よ
し
子

国
土
調
査
課
国
土
調
査
係
、
清
水
貴
美

子
　
栄
養
士
、
富
井
久
美
子

曙
小
雛

雫
太
田
白
南
風
選

　
　
　
在
和
歌
山
　
金
子
　
　
洋
石

春
の
山
人
呼
ぴ
合
へ
る
声
の
し
て

春
の
山
草
や
わ
ら
か
き
一
と
平
ら

　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
　
鉄
舟

春
灯
に
合
格
通
知
た
し
か
め
る

　
　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
、
ト
ヨ

か
ん
じ
き
を
し
ま
い
し
後
の
雪
な
り
し

　
　
　
　
　
中
仙
田
南
　
川
　
子

土
手
の
上
に
続
く
残
雪
ふ
き
の
と
う

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
只
単
に
十
七
字
に
ま
と
め
る
だ
け
で

俳
句
に
な
っ
た
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い

詩
の
文
学
で
あ
る
以
上
は
ま
ず
心
に
感

動
を
持
つ
こ
と
が
大
切
。
そ
の
心
を
写

生
に
托
し
て
如
何
に
現
わ
し
て
い
く
か

を
考
え
る
。
報
告
だ
け
で
は
い
け
な
い




